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こ
の
た
び
、
e

議
長
と
副
議
長
に
そ

一
れ
ぞ
れ
斡
任
い
た
し
ま
し
た
ι

品
一

確
実
に
到
来
す
る
本
格
的
な
少

一
子

・
高
齢
社
会
、
期
演
需
金
や
省
資

野
一
源

・
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
対
応
、
そ
し

申
一

て
ま
す
ま
す
広
が
る
国
際
化
な
ど
、

泉
山

多
に
の
重
要
な
諜
題
を
抱
え
る
な
か
、
，

i
一

本
市
は
今
、
二
十
-一
世
紀
へ
向
け
芯

新
し
い
都
市
づ
く

υを
穏
健
的
に
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
、
私
ど
も
の
磯

責
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
本
市
謹
会
と
い
た
し
ま
し

で
も
、
市
民
の
皆
僚
の
負
託
に
応

え
、
そ
の
使
命
を
十
分
発
鐸
し
、
市

民
生
活
の
質
的
な
向
上
に
向
け
て
、

全
力
を
傾
注
し
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
僚
に
は
、

。
「
層
の
ご
理

解
と
ご
憶
力
を
λ

心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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《条
例
》

千
葉
市
市
税
条
例
の

一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
‘
恒
人

の
市
民
税
の
均
等
割
額
「
二
千
五
百
円
」

を
「
=
一
千
円
」
に
改
め
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
す
。

平
菜
市
箆
滋
却材開問セ
ン
タ
ー
条
例
の
測
定

新
た
に
、
美
浜
区
高
浜
3
丁
目
2
醤

3

号
に
千
葉
市
援
護
教
育
セ
ン
タ
ー
客
語
怨
す

る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
す
・

子
家
市
消
防
回
日
常
吋
公
務
災
当
M
m
m同
条

例
の

一
部
改
正

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
鋪
債

の
塁
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
術
償
基
礎
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
新
た
に
介
護
機
俄
を
設
け
る
な
ど
、
条

例
の
一
掴
酬
を
改
正
し
ま
す
・

《
土
地
の
売
却
》

二
級
河
川
都
川
上
流
小
規
筏
河
川
改
修

志
議
の
代
行
取
得
用
地
(
虫
色
葉
区
大
事
町

印
刷

i
2の
一
部
ほ
か
}
を
、
千
葉
県
に
三

億
九
千
九
百
万
円
で
売
却
し
ま
す
.

《
工
柑
情
務
負
契
約
》

同
情
毛
海
実
ム
悶
A
抽
議
総
改
修
工
事

美
浜
区
胃
同
}
沢

7
丁
目
地
先
の
穏
毛
海
浜

公
園
A
湾
涼
堤
改
修
工
事
を
、
五
億
四
千

万
円
で
行
い
ま
す
。

《
工
事
受
託
契
約
》

都
市
計
画
道
路
午
薬
治
黒
砂
A

口問
誠一
一原
成

電
鉄
千
葉
線
交
差
部
工
一切

中
央
区
新
平
菜
1
了
目
・

2
丁
目
、
出
制

町
、
鐙
一
戸
2
丁
目
地
内
の
都
市
計
画
道
路

平
案
港
烈
砂
台
線
京
成
電
鉄
千
葉
線
交
宮
程

調即
工
事
を
、
ハ
傷
六
千
九
百
万
円
で
餐
庇

し
ま
す
.

平成8年(1996年)8月

郡
市
計
画
泊
駒
山
国
町
辺
茂
呂
町
伊
j
R剖
打

開川
県
交
日
昼
間
即
て
官

中
央
区
生
実
町
地
内
の
都
市
計
磁
道
路

田
町
辺
茂
呂
町
線

J
R外
房
線
交
差
邸
工
事

を
四
億
九
千
八
百
万
円
で
愛
託
し
ま
す
・

常 }委
筆 ;員
~ '; ，.(晶
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6
月
同
日
に
閲
か
れ
、
議
案
日
件
、
請

願
2
件
i

際
情
1
件
を
審
査
し
ま
し
た・

そ
の
結
果
、
の
綴
案
を
可
決
し、

-
読

窯
を
否
決
し
た
ほ
か
、
翁
願
・
陳
情
は
、
料情

択
送
付
1
件
、
不
採
択
1
件
、
継
続
審
蕊

1
件
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

千
葉
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
の
議
案

1
件
を
審
査
し
、
均
等
割
の
税
率
の
引
き

上
げ
に
よ
っ
て
見
込
ま
れ
る
摺
収
額
の
算
出

俊
鎚
な
ど
に
つ
い
て
鈍
簡
が
あ
り
ま
し
た
。

民
生
教
育
妥
員
会

千
葉
市
m
m霞
教
育
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制

定
な
ど
続
策
3
件
を
務
査
し
、
療
事
同
セ
ン

タ
ー
と
の
酬
明
熊
内
容
の
相
過
点
、
L
D
{学

習
問
書
}
児
等
へ
の
対
応
方
針
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
.

環
続
消
防
祭
員
会

千
葉
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
術
償
条

例
の

一
部
改
正
な
ど
際
援
2
件
、
鶴
間
刷
1

件
を
密
資
し
ま
し
た
・

v
滑
岨
帰
行
政
に
関
す
る
韓
間
限

不
綴
m
m

経
済
建
綬
委
員
会

=
級
河
川
都
川
上
流
小
規
筏
河
川
改
修

事
業
に
係
る
代
行
取
得
用
地
の
処
分
な
ど

一

議
案

2
件
、
請一
一関
1
件
を
審
査
し
、
河
川

一

改
修
軍
事
業
の
進
妙
状
況
と
本
市
の
代
行
取

一

得
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

司

た。、
交
遜
甫
明
紋
多
発
地
島
市
の
改
醤
に
関
す
る

・

縮
問附棚

線
価
肌
送
付

一

都
市
下
水
餐
箆
会

-

都
市
計
画
道
路
子
漂
泊
虐
鳳
砂
A

白崎笠
原
成

・

電
鉄
平
葉
線
交
差
部
工
事
委
託
契
約
な
と

，

議
案
3
件
を
審
査
し
、
全
体
の
工
事
震
に

占
め
る
本
体
工
事
貨
と
仮
設
工
事
賓
の
割

合
な
と
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
@

特
別
委
員
会

筑
間
揖
物
処
理
問
題
対
策
特
別
受
員
会

4
同
時
日
に
聞
か
れ
、
経
谷
市
資
源
化

セ
ン
タ
ー
、
燭
玉
県
東
郎
涜
帰
組
合
第
1

工
場
の
現
地
視
療
を
し
ま
し
た
・

大
都
市
税
財
政
制
度
調
書
“
特
別
餐
員
会

5
月
げ
日
に
閃
か
れ
、
平
成
8
年
度
国

家
予
算
に
関
す
る
要
望
の
内
容
や
経
過
な
ど

に
つ
い
て
簿
登
し
ま
し
た
。
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主
な
質
問
環
百

行
姦
挺
進
計
画
に
つ
い
て

-公
務
員
の
国
籍
条
項
撤
廃
に
つ
い
て

女
性
の
人
徒
に
つ
い
て

町
内
自
治
会
へ
の
事
務
悩
カ
廷
に
つ
い
て

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
活
断
層
の

調
査
に
つ
い
て

信
社
行
政
に
つ
い
て

繍
償
問
題
に
つ
い
て

ご
み
問
題
に
つ
い
て

教
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

水
道
水
の
本
科
簡
同
組
に
つ
い
て

千
葉
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

緑
化
対
策
に
つ
い
て

舗願と陳情
傍
聴
の
ご
案
内

平
成
8
年
第
3
固
定
例
会
は
9
月

3
日

ωに
開
会
す
る
予
定
で
す
・

本
会
話
は
、
原
則
と
し
て
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。

傍
穏
は
、
本
会
議
の
当
日
、
議
会

様
1
階
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

会
議
日
程
は
8
月
初
日
俗
に
決
ま

る
予
定
で
す
・

点
字
版
と
録
青
版
(テ
l
プ
)

の
配
布

呂
の
不
自
由
な
方
に
、
市
議
会
の

活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
『
ち
ぱ

来詳しくl3.m会事務局

訟でお問い合せ下さい.

い、ないものを練情と呼んでいます。

提出された読畷 .~ml立、官官任委

員会で審査します。窃闘は委員会の

後、本会議で可否の結輸を出します.

請願・際情の審査絡果l草、提出容や

市長に通知します.

皆さんが、市の事業{策務)など

に関し、要望・ 9告mをする方法とし

て、語原・再現情があります.

話線・陳情は、 千3車市民だけでな

く、だれでも、また、いつでも磁会

に提出することができます.

議員の紹介があるものを鰯際とい

市
緩
会
だ
よ
り
」
の
点
字
版
と
録
音

版
(
テ
ー
プ
)
を陣内

FPし
て
い
ま
す
。

配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
迎

絡
く
だ
さ
い
・

会
議
録
の
閲
覧

本
会
議
の
審
議
荻
況
な
ど
を
記
録

し
た
会
議
録
は
、
市
議
会
図
@
室
、

市
政
情
報
室
、

市
立
の
図
書
館
(
北

部
・
南
部
・
東
部

・
こ
て
は
し
・
高

洲
・
み
や
こ
}
や
県
立
中
央
図
笛
館

で
閲
覧
で
き
ま
す

な
お
、
第
2
固
定
例
会
の
4
2
綴
輔
聞

は
、
次
回
の
定
例
会
ま
で
に
作
成
す

る
予
定
で
す
.

包
傍
雨
空
も
消
え
、
今

は
「
密
い
で
す
ね
。
』

と
い
う
挨
拶
が
あ
ち

こ
ち
で
問
こ
え
る
ほ

ど
袋

一
つ
な
い
宵
窓

に
変
り
ま
し
た
・
元
気
な
の
は
水
浴
び
に

興
ず
る
子
供
達
だ
け
の
よ
う
で
す
。
思
く

て
、
こ
の
青
空
が
憎
ら
し
く
り
ま
す
ね
・

自

表
紙
に
潟
越
し
た
写
真
は
、
美
浜
区
の

俊
男
川
の
浜
で
盛
ん
な
ウ
イ
ン
ド
・
サ
ー

フ
ィ
ン
の
綴
子
で
す
。

検
見
川
の
浜
は
市
内
に

4
つ
あ
る
人
工

潟
浜
の
一
つ
で
、
ウ
イ
ン
ド
・
サ
ー
フ
ィ

ン
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
り、

週
末
に
は
若
者

速
や
家
篠
連
れ
で
に
ぎ
わ
う
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
.

自

今
回
は
正
副
組
長
、
常
任
委
員
な
ど
の

役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
第
2
固
定
例
会
の

僚
子
を

?ω
に
渇
越
を
い
た
し
ま
し
た
。

思

お
読
み
に
な
り
ま
し
て
、
ご
高
層
男
、
ご

感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
筒
か
せ
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
・

『
ち
は
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

委

員

長

萩

図

霊

副

委

員

長

伊

原

品

祭

貝

谷

口

多

恵

国

中

信

行

柳
図

濁

竹
内
定
巴

高
偽

源

問
い
合
せ
先
時
融
会
市
中
務
局
調
登
諜

含
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